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２０２３年２月１６日 日本鉄道労働組合連合会 
 

ＪＲ九州労組第３５回定期中央委員会 

 
 

ＪＲ九州労組は２月７日、福岡市内で「第 35回定期中央委員会」を開催し、執行部及

び中央委員など総勢約 60 名が参集した。同委員会では、２０２３春季生活闘争や政治

関係などの当面する運動方針が採択され、すべての組合員が一致団結して取り組むこと

を確認した。 
 

冒頭、主催者を代表して挨拶に立った芦原秀己中央執行委員長（Ｊ

Ｒ連合副会長）は、安全・安定輸送やサービスの提供に尽力する組

合員の奮闘に敬意を表するとともに、「３年に及ぶコロナ禍により取

り巻く環境は極めて厳しい状況が続いているが、人流の回復に向け

た政策に舵を切るなど社会のフェーズが変化してきた。本年３月に

は新生ＪＲ九州労組が結成 30周年の節目を迎えるが、ＪＲ九州グル

ープの持続的成長と組合員・家族の幸せにつなげる反転攻勢の起点

の年にしよう」と決意を述べた。 

 ＪＲ連合からは森安祐貴産業政策局長が出席し、九州各県で展開されている政策意見

交換会が着実に実を結んでいることに触れつつ、「難局を乗り越えを明るい未来をつく

るため団結して取り組もう」と協力を求めた。 
 

＜将来展望を描くべく、春闘交渉や政治・政策活動の強化を求める発言も＞ 
 

議事では、執行部から「純ベア 3,000円を含む月例賃金総額３％の賃金引き上げ」を

軸に「賃金改善・総合生活改善」「夏季手当 2.8ヵ月分」等を要求する２０２３春季生活

闘争方針や、今春の第 20 回統一地方選挙の取り組みなど、当面する運動方針が提起さ

れた。 

これらに対し 11名の中央委員からは、「厳しい春闘交渉になるが、本部の交渉を後押

しするべく地本も取り組む」「離職に歯止めをかけるためにも、人事賃金制度の見直しに

向け労使協議を強化してほしい」「地域公共交通の議論を加速させていくには政治との

つながりが重要であり、統一地方

選挙では組織内候補や推薦候補

の当選をめざす」等、運動方針を

補強する発言があった。 

その後、執行部答弁及び吉田祥

司書記長の総括答弁を経て、すべ

ての議案が満場一致で採択され、

最後に芦原中央執行委員長の団

結がんばろうで締めくくった。 


